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第24回国際がん登録学会のお誘い 
岡本  直幸  

神奈川県立がんセンター 

標記の学会が2002年6月25-27日の3日間、フィンラ
ンドのタンペレ（ヘルシンキの北西180km）で開催され
ます。プログラムを以下に載せています。また、今回は

前日の24日に、統計の勉強会が開催されます。これだけ
でも参加する価値はあると思います。抄録の〆切は3月
15日です。詳細は味木先生（大阪）あるいは岡本（神奈
川）まで。 

◆Pre-congress meeting programme  

Monday, 24 June 2002,  

09.00-17.00 IACR Executive Board Meeting 
Venue: Pyynikinlinna, Tampere 

09.00-12.00 Advanced statistical course on latest methods in 
prediction of incidence and mortality 
Course Director: Prof. Timo Hakalinen 
Venue: Tampere School of Public Health 
(Terveystieteen laitos)  

13.00-16.00 Advanced course on latest methods in survival 
analysis 
Course Director: Dr. Paul Dickman 

Venue: Tampere School of Public Health 
(Tervvstieteen laitos) 

◆Congress meeting programme  

Tuesday, 25 June 2002 

08.00-09.00 Registration, setting up the posters 

09.00-09.30 Opening ceremony  

09.30-12.30 Theme 1:Environmental epldemiology 

13.30-16.00 Theme 2: Evaluaton of interventions 

17.00-18.00 Reception of the City of Tampere at Raatihuone, 
the Tampere City Hall 

18.00- Boats leave for the island of Viikinsaari from 
Laukontori Harbour 

19.00- Informal outdoor buffet dinner on the island of 
Viikinsaari 

Wednesday, 26 June 2002 

09.00-12.30 Thema 3: Biological and genetic data banks and 
cancer registries 

13.30-16.30 Thema 4: Survival analysis including quality of 
life 

16.30-17.00 Finnish Cancer Registry 50 years 

19.30- Congress Dinner, Aleksanterin Palatsi 

Thursday, 27 June 2002  Venue: Tampere Hall  
09.00-10.30 Theme 5: Confidentialfty and ethics  ＜前頁下から続く＞ 

喀痰細胞診による肺がん検診の研究（2001年）は、それ
まで批判の多かったこの検診の有効性を再確認しまし

た。一方、視触診単独での乳がん検診の研究（1999年）
は、死亡率減少効果を確認することができず、その後の

マンモグラフィ導入を進めるきっかけになりました。こ

のように、宮城県のがん登録資料を用いて行った研究が、

わが国のがん予防対策にも重要な役割を果たしていま

す。 
最近では、公衆衛生学教室が行っている 3つの大規模
コホート研究（13万人）にもがん登録資料を活用し、緑
茶・飲酒・栄養などの生活習慣と、がんリスクとの関係

についての研究を進めています。 
4. おわりに 
平成 8年度に私達が実務を引き継いでから数年が経過
し、日常の活動もようやく最近軌道に乗ってきました。

今後は、罹患率だけではなく生存率の計測も継続的に行

えるよう、態勢を整えて行きたいと考えています。 
地域がん登録事業は、病院・医師会・大学・行政など、

関係者の方々の大きなご協力に支えられてはじめて継続

できるものであることを、日々感じています。こうした

方々の期待と信頼に応えられるよう、今後も努力したい

と考えております。 

11.00-11.30 Poster presentations and prizes  

11.30-12.30 IACR Business Meeting Honorary 
Membership 

12.30-13.00 IACR 2003 Closing remarks 

13.00-14.00 Lunch 
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